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会 議 録 

（1）実施概要 

会議名称 第8回泉大津市子ども・子育て会議 

開催日時 平成 29 年 2 月 9 日（木）午前 10 時 00 分～正午 

開催場所 泉大津市役所 3階大会議室 

出席委員 

（名簿順。敬称略） 

長瀬委員、川西委員、寺前委員、大橋委員、阪上委員、 

田中委員、植野委員、内藤委員、西田委員、安里委員、長谷委員 

平委員、秦委員、納谷委員 

 

（欠席） 

久委員 

全 15名のうち、出席 14名、欠席 1名 

事務局 

松下社会福祉事務所長、藤原こども未来課長、木村教育総務課長、丸山生涯学習

課長、竹内健康推進課長、辻井指導課参事、橋本こども未来課長補佐、こども未

来課、伊加井こども支援係長、岡田、早野 

 

会議次第 

1．開会 

2．泉大津市健康福祉部社会福祉事務所長挨拶 

3. 委員、事務局の紹介 

4. 会長、副会長の選出 

5. 会長の挨拶 

6. 案件 

⑴泉大津市子ども・子育て会議の役割について 

⑵泉大津市の子育て環境の現状について 

⑶いずみおおつ子ども未来プラン推進施策の実施状況について 

⑷その他 

7. 閉会 

会議資料 

【配付資料】 

資料 1 泉大津市子ども・子育て会議条例 

資料 2 泉大津市子ども・子育て委員名簿 

資料 3 泉大津市子ども・子育て会議の役割について 

資料 4 泉大津市の子育て環境の現状について 

資料 5 いずみおおつ子ども未来プラン推進施策の実施状況について 

参 考 泉大津市まち・ひと・しごと創生総合戦略 

会議の公開／非公開 ■公開（傍聴者数 3名） □非公開 

会議録の作成方法 ■要点記録 □全文記録 

その他の必要事項 なし 
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（2）審議概要(意見要旨、審議経過、決定事項等) 

事務局に

よる進行 

 

 

 

1. 開会（記録省略） 

2. 泉大津市社会福祉事務所長挨拶（記録省略） 

3. 委員、事務局の紹介（記録省略） 

4. 会長、副会長の選出 

 委員より、長瀬委員を会長に、久委員を副会長に推薦があった。 

 会長は長瀬委員〔学識経験者〕に決定した。副会長については、後日、久委員に推薦があ

った旨を報告し、承諾の有無を確認することとなった。 

5. 会長挨拶（記録省略） 

6. 案件（事務局より説明、記録一部省略） 

⑴泉大津市子ども・子育て会議の役割について 

⑵泉大津市の子育て環境の現状について 

⑶いずみおおつ子ども未来プラン推進施策の実施状況について 

⑷その他 

7. 閉会 

会長 

事務局 

会長 

 

 

事務局 

会長 

 

 

事務局 

会長 

委員 

 

 

 

 

事務局 

 

 

 

委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

事務局 

◇事務局は案件⑴について説明してください。 

●事務局から案件⑴説明。 

◇案件⑴について、事務局から説明がありました。この件について、何か質疑ありますか。 

質疑はないようですので、案件⑵に移りたいと思います。事務局は案件⑵について説明し 

てください。 

●事務局から案件⑵説明。 

◇案件⑵について、事務局から説明がありました。この件について、何か質疑ありますか。 

質疑はないようですので、案件⑶に移りたいと思います。事務局は案件⑶について説明し 

てください。 

●事務局から案件⑶説明。 

◇案件⑶について、事務局から説明がありました。この件について、何か質疑ありますか。 

◇少子高齢化の主な原因について泉大津市として何か分析されているのであれば、説明願い

ます。 

◇教育保育施設の需要量及び提供体制について（資料 4－P,12）、誠風地区、東陽地区、小

津地区それぞれ過不足がマイナス値になっている箇所は、待機児童に含まれますか？また

は、定員の弾力的な運用によって入園しているのか、説明願います。 

●参考に、本日配布している「泉大津市まち・ひと・しごと創生総合戦略」に、本市におけ

る人口の将来展望及び分析が記載されているため、参照願います。 

●マイナス値は待機児童、及び弾力化によって入園できている人数の両方が含まれていま

す。 

◇総人口の推移について（資料 4－P,1）、平成 7 年から平成 12 年にかけて大幅な人口増加

が見られるが、何か理由があれば説明願います。 

◇幼稚園の就園奨励（資料 4－P,9）、保育所・幼稚園・認定こども園・小学校の連携強化（資

料 5－P,4）に関する施策について、未就学から中学校卒業までの取組みが重要と考えら

れる中で、泉大津市の施策は素晴らしいと感じました。「幼稚園の就園奨励」（資料 5－

P,19）の今後の課題・目標について、私立幼稚園に通園する児童数は減少傾向にあるが、

他市の民間施設に通所する児童は今後も無くなることはないと考えられ、補助件数が減少

する見込みといった記載について、利用者の視点に立ち、補助件数の維持、拡充といった

文言を記載して頂けるとありがたいです。 

●平成 7年から平成 12 年の人口増加についてですが、当時は泉大津市内の工場の多くが閉
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鎖し、工場跡地にマンションが多く建設されていた時期であったため、人口増加の要因の

一つとして考えられます。 

●幼稚園の就園奨励についてですが、泉大津市では 8園の公立幼稚園があり、私立幼稚園が

無いということもあり、他市に比べて額、基準ともに厳しいものとなっています。利用者

のご意見もお聞きしていますが、平成 27 年度より開始した新制度に移行した園について

は、同じような保育料、就園奨励費がかかった額の保育料になる、推移した園については

順次そういった取扱いになると説明しております。旧制度の私立幼稚園に通園している保

護者に対しては、現状の維持としかお答えできない状況です。 

◇今後、本市において人口増加が見込める開発の予定はありますか。 

●臨海部の大規模な住宅開発は終了しております。また、内陸部の住宅開発は産業の衰退に

直結するため、大規模な住宅開発の予定は無いと見込んでいます。 

◇幼稚園の就園奨励補助件数は減少見込となっているが、引き続き必要とされている補助は

適切に実施していくという趣旨でご理解頂きたいと思います。市外の施設に就園する児童

も泉大津市の大切な児童であるため、必要な補助は継続して実施するようお願いします。 

◇保育所等の運営に対する支援（資料 5－P,3）について、民間幼保連携型認定こども園に

対する支援を今後も継続し、公立、民間のどの園を選択しても子ども達にとって不利益が

無く、かつ自信をもって小学校につなげられるよう、公私共に充実させるという姿勢を継

続させて頂きたいと思います。また、そのためには公立の充実が基本となるため、さらに

推進して民間とも連携して頂くよう、お願いします。 

◇国際理解教育推進事業（資料 5－P,5）について、幅広く実施して頂いていることがよく

分かります。平成 32 年より小学校での英語教育が開始するので、就学前の保護者にとっ

ては関心が高い事業と思われます。英語は点数のみでなく、子ども達が国際的な理解を広

げていく中で習得していくものであるため、3，4 年生への派遣検討と共に、英語の開始

に伴う保護者の不安も一緒に解消できるよう、教育委員会と連携して頂きたいと思いま

す。 

◇市としていじめをどの程度把握できているか、説明願います。 

◇発達障がいのある児童が就学前施設への入園・所を希望した場合、全ての児童の受入れが

可能となっていますか。希望に応じられないといった園・所はありますか。 

●市では軽微なものも含めた全てのいじめについて、教育委員会に報告するよう周知してい

ます。いじめ件数以上に、どれだけのいじめが解消されたかが重要であるということを、

学校全体に周知しています。職員会議、ケース会議等を通じていじめに対する対応、いじ

めを受けた児童に対するケアについて検討を行い、その内容については学校全体で共有し

ています。各校が有するいじめに対する計画に基づき、いじめ解消に向けて取り組んでい

ます。 

●医療的ケアが必要とされる発達障がい等、個々の発達障がいの状況や介助・加配職員数の

配置状況、施設の状況等を勘案した上で、希望とは別の園・所へ入所して頂くこともあり

ます。 

◇報道等で、他所の学校がいじめを隠ぺいし、問題が大きくなってから発覚するようなこと

が見られますが、そういったことが無い泉大津市であり続けててもらいたいと思います。 

◇個々の状況に応じた上で、適切な入所先を検討する必要性はよく理解できました。 

◇委員の意見については、教育委員会に周知願います。 

◇教師を中心として他の専門職との連携の中で、軽微な間にきちんといじめを発見して、適

切な対応をとり、被害児童のみでなく、加害児童へのケアも含めて対応して頂き、教師 1

人に負担がかからないように学校全体で取り組むようお願いします。 

◇児童虐待の通告件数は全国的に増加傾向にありますが、泉大津市は他市に先駆けて CAPIO
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を立ち上げ、関係機関との連携による虐待の早期発見、予防に努めていることから、他市

に見られるような深刻な虐待事例は泉大津市では起きておらず、素晴らしいことだと思わ

れます。今後の児童虐待に対する取組について説明願います。 

◇子育て地域拠点事業（おやこ広場）について。おやこ広場の市民、職員への理解が進み、

未就園児も含め、多くの方の利用に結びついています。おやこ広場が充実していることか

ら、泉大津市に住んでみて良かったと思えるといった保護者の声を頂いています。今後っ

も、おやこ広場のより一層の充実をお願いします。また、今後の展望について説明願いま

す。 

●児童福祉法の改正に伴い、家庭児童相談所の強化を国が掲げており、大阪府が作成したガ

イドラインを活用して機能強化を図っています。児童虐待の防止に関しては大きな責務で

あると認識し、通報を受けた際は管理職も含めて組織的に対応しているところです。 

●平成 29 年 4 月、高架下に泉大津市立健康福祉プラザを開設します。健康増進を目的とし

た施設であり、おやこ広場事業を実施していきます。企業に指定管理し、定住促進の観点

から他市からのニーズにも応えられるよう、特色あるおやこ広場にしたいと考えていま

す。 

◇児童虐待防止とおやこ広場事業は相互に関連している事業と思われます。安心して子育て

ができるよう、孤立した家庭が生じないようにすることが虐待の防止にもつながると思わ

れます。虐待の早期発見、虐待の未然防止のための子育て相談、人とのつながりが持てる

よう、事業の充実をお願いします。 

◇校庭開放管理指導員は泉大津市内全ての小学校に配置されていますか？ 

●市内 8校区に配置し、校門の開閉等を行っています。 

◇放課後の子どもの見守りは行っていますか？ 

●校庭開放管理指導員は土、日曜日に配置しており、子ども会の指導者が中心となって構成

し、校門の開閉のみでなく、子ども達と一緒になって遊ぶことで関わりをもっています。 

◇両親教室について（資料 5－P,10）。男性心理について学ぶ機会があれば、潤滑な夫婦関

係を築くことができると思われるため、導入の検討を願います。 

●平成 28年度より、両親教室の 4回目にパパ講座を位置付けています。 

◇男女の脳の違いに基づく、男女間の考え方や感じ方の違いについてお互いに学び合うこと

により、上手にコミュニケーションがとれることが期待されます。 

◇男性に女性心理を学ぶ機会は必要と思われます。出産、子育てといった大変な時期に夫婦

関係が悪くなってしまわないように願っています。 

◇妊婦のニーズを把握しつつ、今後の検討を願います。 

◇発達障がいの支援体制の充実について（資料 5－P,25）。発達障がいに気付く保護者は増

えてきていると思われますが、発達障がいの受入れは非常に時間を要します。診断がつい

たとしても、すぐに受け入れることは困難です。診断がついた後に適切な支援体制が組ま

れたとしても、保護者の受入れが伴わなければ、親子共にしんどい状況であることは変わ

りません。安心して発達障がい児を育てていけるという体制が重要であり、子ども達が自

己肯定間をもって成長できることが本人達にとっても重要なことと考えます。シームレス

ケアと同時に保護者が発達障がい児を育てることに伴う不安を解消できる環境整備をお

願いします。また、教職員等の関係機関は、保護者の受入れを待つという姿勢が重要で、

それが将来的には保護者と関係機関の信頼関係につながると思われます。今後もそういっ

た体制の整備に努めて頂くようお願いします。 

◇発達障がいの気付きから受入れまでの見守りについて、ご意見を頂きました。今後の対応

について説明願います。 

●就学前よりきめ細かい就学相談を行っています。小中学校全ての教員が特別支援教育の観
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点をもち、研修を重ねて理解を深めています。今後、より一層の支援教育の充実に向けて、

取組みたいと考えております。 

◇障がい児教育推進事業の充実について、資料 5－P,24 に詳細が記載されています。引き続

き、個人に対する切れ目の無い支援とともに、幅広い子どもに関わる人の理解を深め、質

の向上と、保護者を支える教職員の育成が今後重要になってくると思われます。 

◇子育てアプリ（資料 5－P,12）について詳細、周知方法について説明願います。 

●泉大津市ホームページに掲載されている子育て情報が全て集約されております。子育て関

連各施設の情報（公園に設置されている遊具等）を写真付で調べることができます。また、

これらの各施設について位置情報が登録されており、利用者の現在地から各施設へナビゲ

ートしてもらうことが可能です。他にも身長や体重等の情報を登録することで子どもの成

長を見届けることができる子育て日記や予防接種のスケジュール管理機能等が備わって

います。周知方法について、アプリ導入時に全ての公立、私立の保育所・幼稚園・認定こ

ども園にて全ての保護者を対象に、子育てガイドブックと併せてアプリのちらしを配布し

ております。母子手帳交付配布、転入時にも配布し、おやこ広場にはちらしを設置して周

知に努めております。 

◇利用者の反応について、説明願います。 

●急病時用ボタンを設けており、直接大阪府内にある施設の、Ｄｒや看護師と相談すること

ができます。子どもが誤って大人用の薬を服薬してしまった際に急病時用ボタンを活用し

て早期対応を図ることができたといったお声を頂いております。他に災害時用のボタンも

設けています。 

◇身近に相談相手がいない保護者や、転入したばかりで何も分からない保護者にとって、手

軽に活用できるアプリと思われるので、関係機関と連携を図りながら周知に努めて頂けれ

ばと思います。 

◇事務局は案件⑷（その他）について説明してください。 

●前回の会議で委員より質問があった、泉大津市まち・ひと・しごと創生総合戦略における、

子ども・子育て戦略の内容、認定こども園での子どもや保護者の状況について報告いたし

ます。「地域ぐるみの助け合いやつながりで、結婚・出産・子育てを支援するとともに、就学前

教育・学校教育を充実させ、若い世代の市民が魅力を感じる環境をつくる」ことを基本目標とし

て指標を定め、数値による目標を設定して、子育て支援に向けた取組みを行うこととしています。

（参考「泉大津市まち・ひと・しごと創生総合戦略」－P,21、22）参照。 

●就学前施設における、園内研修についてご報告いたします。幼稚園、保育所、認定こども

園では保育の質の向上を図るため、特に園内研修を重点的に取り組んでいます。設定保育

の指導案を作成し、0歳児から 5歳児までの発達に応じた保育ができているか、今日の遊

びの中で狙いを明確にし、子ども達に何が身につき、育っているのか、検証しています。

0歳児では寝返り、ハイハイ、一人座り、つかまり立ち、歩行までの発達を見守り、離乳

食から自分でスプーンで食べようとする手立て等を工夫し、一人一人の発達を見守ってい

ます。1歳児から 2歳児では発語を促しながら、言葉の獲得ができるよう絵本やごっこ遊

びを取り入れて、友達と一緒に遊ぶ心地よさを意識しながら排泄の自立等、基本的生活習

慣の確立を目指して、安心感と信頼感をもって過ごせるように工夫しています。3歳児か

ら 5歳児では、子どもが意欲的に関われる環境を構成し、主体的な遊びや人との関わり集

団での学びや育ちを見守り、好奇心や探究心、豊かな感性や思考力の芽生えを培う教育、

保育が計画的に実施されているかを園内研修を通して見直しています。保幼小体系化プロ

グラムでは、平成 28 年度よりアプローチカリキュラム、スタートカリキュラムを交流園・

校で実践し、小学校への円滑な接続を目指しています。 

●認定こども園の子ども、保護者の状況についてご報告いたします。平成 26 年度にくすの
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き認定こども園、平成 27 年度にはかみじょう認定こども園と民間保育所が全てこども園

に移行しました。短時間部と長時間部が一緒に同じクラスで過ごしています。保育時間が

違うことで、子ども達が寂しがらないか心配していましたがそういったことは無く、保育

時間の違いを生活の中で受けとめて、保護者の働き方が変わっても戸惑うことはほとんど

ありませんでした。短時間部が預かり保育を利用する際は、「今日は俺、預かりやねん、

遊べるよ。」と別の子どもに話しかけている風景も見らることがありました。給食が提供

されることにより、幼稚園時に小食だった子どもがおかわりを楽しみにして、しっかりと

食べてくれるようになりました。食べることは意欲にもつながると感じております。長期

休業中の保育の有り方について、子どもがいる時間全てを教育・保育の時間と考えており

ますが、行事等の取組みにおいて保育者の配慮が必要と考えております。保護者の方々に

喜んでいただいたのは、働き方の有無に関わらず、子どもの居場所が変わらず同じ園で過

ごせるので、働き方が変わってもその都度心配しなくて良い、といったお声を頂いており

ます。入園式、卒園式がこれまで違っていたため調整し、平成 28 年度より短時間部と長

時間部が一緒に参加できるようになりました。保護者より課題について聞かせてもらい、

一緒に考えながら対応していきたいと考えております。 

◇案件⑷について、事務局から説明がありました。この件について、何か質疑ありますか。 

質疑はないようですので、全ての案件が終了いたしました。 

●次回の子ども・子育て会議は平成 29 年度に開催を予定しています。改めて、日程調整の

連絡をさせて頂きますのでよろしくお願いいたします。これをもちまして、第 8回泉大津

市立子ども・子育て会議を終了とさせていただきます。ありがとうございました。 

以上 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


